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東京都狛江市の下部更新統上総層群飯室層より
産出した板鰓類化石

田中　猛・樽　創

Takeshi Tanaka and Hajime Taru: Fossil elasmobranchs from the Iimuro Formation, 
Kazusa Group, Lower Pleistocene, Komae City, Tokyo, Japan

緒　言

　上総層群飯室層は，多摩丘陵中央部（東京都狛江市）
に位置する多摩川の宿河原堰堤下流に分布し，古くから
多くの海棲動物化石を産出することで有名である。その
うち貝化石については正岡（1976）や馬場（2015）等に
より詳しい産出報告があり，脊椎動物では小泉（1990）
がトド科とアシカ科，甲能ほか（2007）がダイカイギュ
ウを報告している。また，近年では泉・佐藤（2017）が
甲殻類のエンコウガニの化石を報告した。その他にも，
飯室層の模式地である多摩川以外の場所からは，甲殻類
（イチョウガニやヒラツメガニ，エンコウガニ）（武田・
増渕 , 1984, 1985）や鰭脚類（脊椎動物）（大沢 , 1984）
の化石が報告されている。
　しかしながら，板鰓類化石については多産するにもか
かわらず，これまでいわゆる「サメの歯の化石」として

一般的な紹介（例えば奥村 , 2003）があるだけで，学術
的な報告は行われていない。今回，著者らは神奈川県立
生命の星・地球博物館と国立科学博物館に所蔵されてい
る飯室層産板鰓類化石の標本を詳細に検討し，軟骨魚綱
板鰓亜綱（Chondrichthyes: Elasmobranchii）の 7目に属す
る 15種類を確認し，うち 7種を種，5種を属，2種を科
まで同定できた。これらは同層から産出した板鰓類の初
めての学術的記録でもあるため，ここに記載，報告する。

材料と方法

　
　検討した標本は，神奈川県立生命の星・地球博物館
（KPM-NNV）と国立科学博物館（NMNS-PV）に保管さ
れている。産出層は上総層群飯室層，産地は東京都狛江
市猪方 4丁目付近の多摩川河床で，産出地点は宿河原堰
堤の下流左岸である（図 1）。産状は不明。地層の年代は
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図 1．板鰓類化石の産出地点 . 国土地理院の数値地図 25000（東京），平成 15 年 2 月 1 日
発行に加筆 .
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テフラを用いた鈴木・村田（2011）に従い 1.392 Maとした。
歯の同定には，Cappetta（2012）および後藤ほか（2020）
を用いた。歯に関する用語は後藤（1975）および矢部・
後藤（1999）に，分類体系および種の配列はCappetta（2012）
に，標準和名は中坊（2013）にそれぞれ従った。

結　果

　今回，東京都狛江市の下部更新統上総層群飯室層より
産出した板鰓類化石を調査した結果，15種類の板鰓類化
石を確認した。これらの化石はすべて軟骨魚綱板鰓亜綱
（Chondrichthyes: Elasmobranchii）に属し，種レベルまで
同定できたのが 7種（ホホジロザメおよびマオナガ，ヒ
ラガシラ，シロシュモクザメ，ノコギリザメ，メガネカ
スベ，トビエイ），属は 5属（ツノザメ属およびカスザ
メ属，アカエイ属，ヒラガシラ属，メジロザメ属），科
は 2科（ガンギエイ科およびトビエイ科）であった。種
まで同定できたものは，いずれも現生種にあたる。以下，
それらの記載を行う。

記　載

ツノザメ目
Squaliformes Goodrich, 1909

ツノザメ科
Squalidae Bonaparte, 1843

ツノザメ属
Squalus Linnaeus, 1758

ツノザメ属未同定種
Squalus sp.
（図 2-1）

　標本：KPM-NNV 1146。
　ほぼ完全な標本である。図 2-1aが舌側面，1bが唇側
面である。非常に小型の歯で，歯冠は遠心方向に強く傾
く。唇側面の歯冠中央部は，歯根側に舌のように垂れ下
がるのが特徴であり，歯冠遠心基部に半円状の板状隆起
が認められる。歯冠切縁に鋸歯はない。歯根は二股に分
岐せず，長方形である。現生ツノザメ属の歯に大きさ，
形態とも似る。しかし，ツノザメ属は日本近海で 7種が
確認されており，歯のみによる種の同定は困難なため，
ここではツノザメ属の未同定種とした。

ノコギリザメ目
Pristiophoriformes Berg, 1958

ノコギリザメ科
Pristiophoridae Bleeker, 1859

ノコギリザメ属
Pristiophorus Müller & Henle, 1837

ノコギリザメ
Pristiophorus japonicus Günther, 1837

（図 2-2–19）

　標本：KPM-NNV 1147–1164。
　図 2-2–5および 9，18はほぼ完全な標本であるが，そ
れ以外は歯冠がほぼ残っていものの，基底板が一部破損
している。歯冠は薄く（図 2-2aおよび 3a），ナイフ状で
ある。切縁に鋸歯はなく，近心切縁は緩やかに曲がり，
遠心切縁は直線的である。歯冠先端部は鋭く尖る。基底
板は三角形でスカート状である。歯冠と基底板の間に帯
状に囲む形で頸部が認められる。これらの特徴からノコ
ギリザメ属の吻部から脱落した吻棘と推定される。また，
歯冠の長さは吻上での位置によらず長短様々であり，歯
冠の長さのみで全長を推測することは困難である。現生
ノコギリザメ属は日本近海に１種のみが分布し，吻棘の
形態も本標本と似ているため，現生種のノコギリザメと
同定した。

カスザメ目
Squatiniformes Buen, 1926

カスザメ科
Squatinidae Bonaparte, 1838

カスザメ属
Squatina Duméril, 1906

カスザメ属未同定種
Squatina sp.
（図 2-20–29）

　標本：KPM-NNV 1165–1174。
　図 2-20および 23，25，26はほぼ完全な標本である。
図 2-21および 22，24は歯冠の一部が欠損し， 図 2-27
および 28は歯根の一部が欠損し，図 2-29は主咬頭を
欠く不完全な標本である。図 2-20a–29aは舌側面，図
2–20b–29bが唇側面である。なお図 2-20cは舌側面を斜
め上方から撮影し，深度合成したものである。歯冠は細
く円錐状に直立し，歯冠基底部は近遠心方向に広がる。
また，歯冠の基底中央部は歯根側に深く垂れ下がる。歯
冠の舌側面は強く，唇側面は弱くそれぞれ膨らむ。歯冠
切縁に鋸歯はなく，歯冠は舌側方向にやや反る傾向があ
り，咬頭尖は遠心方向に少し傾く。歯根は二股に分かれ
ず，咬頭尖から見ると三角形になる（図 2-20c）。以上の
特徴からカスザメ属と同定した。現生カスザメ属は日本
近海に 3種分布しているが，歯による識別が困難である
ため，未同定種とした。

ネズミザメ目
Lamniformes Berg, 1958

ネズミザメ科
Lamnidae Müller & Henle, 1838

ホホジロザメ属
Carcharodon Müller & Henle, 1838

ホホジロザメ
Carcharodon carcharias (Linnaeus, 1758)

（図 3-30–36）
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図 2．1: Squalus sp. ツノザメ属未同定種 , KPM-NNV 1146; 2–19: Pristiophorus japonicus ノコギリザメ , KPM-NNV 1147–1164; 20–29: 
Squatina sp. カスザメ属未同定種 , KPM-NNV 1165–1174. a: 舌側面 ; b: 唇側面 ; c: 斜め上方から見た舌側面 .
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図 3. Carcharodon carcharias ホホジロザメ . 30–32: NMNS-PV 21845-1–3; 33–36: KPM-NNV 1175–1178. a: 舌側面 ; b: 唇側面 .

図 4. 37–39: Alopias vulpinus マオナガ , KPM-NNV 1179–1181; 40–44: Rhizoprionodon acutus ヒラガシラ , KPM-NNV 1182–1186; 45: 
Rhizoprionodon sp., KPM-NNV 1187. a: 舌側面 ; b: 唇側面 .
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　標本：KPM-NNV 1175–1178（図 3-33–36）；NMNS-PV 
21845-1–3（図 3-30–32）。
　図 3-30および 33，35，36はほぼ完全な標本で， 図
3-31および 32，34は歯冠および歯根の一部を欠く不完
全な標本である。 図 3-30a–36aが舌側面， 図 3-30b–36b
が唇側面である。歯冠はほぼ三角形で切縁に粗い鋸歯を
持つ。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦である。
歯頸帯はほとんど発達していない。これら特徴的な形態
により現生種ホホジロザメに同定された。図 3-30–32の
3標本は，甲能ほか（2007）により報告されたダイカイ
ギュウ Hydrodamalisと共産した標本であり，同一個体由
来と推定される。それらのうちの 1本（図 3-30）は非常
に大型の歯で，上顎第１歯と思われるが，歯冠がまった
く左右に傾かず，垂直であるため，左右の区別は困難で
ある。甲能ほか（2007）は，この歯から全長を 4 mと推
定している。一方，図 3-31および 32は不完全な標本で
あるが，歯冠の傾きにより前者が上顎歯，後者が下顎歯
と推定される。図 3-33は歯冠の一部が破損しているが，
ほぼ完全な標本である。図 3-30と比較して大きさは小
さいが全体の形は似ており，歯冠がわずかに遠心方向に
傾くため，右上顎第１歯あるいは第 2歯と推定される。
ただし，歯の大きさが小さく，幼魚のものと思われる。
図 3-35と 36は歯冠の高さがあまり高くなく，咬頭が遠
心方向に強く傾くため，端歯に近い右上顎側歯と推定さ
れる。図 3-31は不完全な歯であるため，顎上の位置は
不明である。

オナガザメ科
Alopiidae Bonaparte, 1838

オナガザメ属
Alopias Rafinesque, 1810

マオナガ
Alopias vulpinus Bonnaterre, 1788

（図 4-37–39）

　標本：KPM-NNV 1179–1181。
　図 4-37–39は全て完全な標本である。図 4-34a–36aが
舌側面で， 図 4-34b–36bが唇側面である。歯冠は三角形
で切縁に鋸歯はない。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇側
面は平坦である。歯冠の咬頭は図 4-37ではわずかに遠
心方向に傾くがほぼ垂直である。図 4-38および 39は強
く傾く。歯根は明瞭に二股に分岐し，歯根間は湾入する。
オナガザメ属の現生種はマオナガ Alopias vulpinusおよび
ハチワレ A. superciliosus，ニタリ A. pelagicusの 3種が存
在するが，ハチワレは歯冠が細長いことで異なり，ニタ
リは歯冠の高さが低く，遠心に強く傾くこと，また，歯
冠基部が歯根先端部付近まで広がり，近心切縁にわずか
に板状の隆起があることで異なる。以上のことから，こ
れらの標本をマオナガに同定した。

メジロザメ目
Carcharhiniformes Compagno, 1977

メジロザメ科
Carcharhinidae Jordan & Evermann, 1896

ヒラガシラ属
Rhizoprionodon Whitley, 1929

ヒラガシラ
Rhizoprionodon acutus Ruppell, 1837

（図 4-40–44）

　標本：KPM-NNV 1182–1186。
　図 4-40はほぼ完全な標本であるが，図 4-41および 42
は歯根の一部を欠く。図 4-43は歯冠のみの標本で，44
は歯根がほぼ完全に残るが，歯冠のほとんどを欠損して
いる。図 4-40a–44aが舌側面で，図 4-40b–44bが唇側面
である。歯冠は細い三角形で遠心方向に傾き，咬頭付近
で少し反り返る。歯冠切縁に鋸歯はない。歯冠の基部の
遠心側に板状隆起が発達し，主咬頭とは明瞭な切れ込み
で区別される（図 4-40および 41, 44で確認， 42は欠損
して不明）。この板状隆起は波打ち，歯根先端まで延び
る。後述のシュモクザメ属 Sphyrnaの歯に似るが，全体
的に歯冠の高さが低く，咬頭が反り返る形状や，歯根幅
がやや長いことにより区別できる。歯根は明瞭に二股に
分岐するが，歯根間はほとんど湾入せず，四角形である。
以上の特徴からこれらの標本はヒラガシラ属に同定され
る。現生ヒラガシラ属は日本近海に 2種が分布している
が，中坊（2013）によるとアンコウザメ Rhizoprionodon 
oligolinxは全長 70 cmとされており，歯幅が 5 mm以下
と推定されるため，全長 1.8 mに達し，歯幅が大きいと
考えられるヒラガシラ R. acutusに同定した。

ヒラガシラ属未同定種
Rhizoprionodon sp.

（図 4-45）

　標本：KPM-NNV 1187。
　歯根はほぼ残っているが，歯冠の尖頭を欠いた不完全
な標本である。図 4-45aが舌側面で， 45bが唇側面である。
歯冠の基部の遠心側に板状隆起があり，主咬頭との間に
明瞭な切込みがある。また，歯冠切縁に鋸歯がなく ,歯
冠が遠心方向に強く傾く形態が確認できることで，ヒラ
ガシラ属の未同定種とした。

メジロザメ属
Carcharhinus Blainville, 1816

メジロザメ属未同定種
Carcharhinus sp.
（図 5-46–59）

　標本：KPM-NNV 1188–1201。
　図 5-47, 50–55はほぼ完全な標本であるが，それ以外
は，歯冠か歯根の一部を欠く不完全な標本である。図
5-46a–59aが舌側面で，46b–59bが唇側面である。図
5-46–52は歯冠がほぼ三角形で幅広く，切縁に細かい鋸
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歯がある。歯頸帯はわずかに発達するものもある。歯
冠は遠心方向に傾く。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇
側面は平坦である。歯根はかろうじて “への字” 状にな
る。以上の特徴から，メジロザメ属の上顎歯と考えられ
る。図 5-53–59は歯冠が細長く，直立するか，わずかに
遠心方向に傾く。切縁には細かい鋸歯があり直線的であ
る。歯冠の舌側面は強く膨らみ，唇側面は平坦である。
歯根はほぼ一直線状である。以上の特徴から，メジロザ
メ属の下顎歯と考えられる。今回，メジロザメ属の歯を
13標本検討したが，互いに形態が似ているものや，形
態が異なり，種類が異なると思われるものが含まれてい
た。しかしながら，メジロザメ属は全世界で 35種，日
本近海には 13種が分布するとされており（Ebert et al., 

2021），歯のみで種を同定することは困難であるため，
すべて未同定種とした。

シュモクザメ科
Sphyrnidae Gill, 1872

シュモクザメ属
Sphyrna Rafinesque, 1810

シロシュモクザメ
Sphyrna zygaena Linnaeus, 1758

（図 5-60）

　標本：KPM-NNV 1202。
　歯根の一部を欠く不完全な標本である。図 5-60aが舌

図 5. 46–59: Carcharhinus sp. メジロザメ属未同定種 , KPM-NNV 1188–1201; 60: Sphyrna zygaena シロシュモクザメ , KPM-NNV 1202. 
a: 舌側面 ; b: 唇側面 .

図 6. 61: Raja pulchra メガネカスベ , KPM-NNV 1203; 62: Rajidae, gen. et sp. indet. ガンギエイ科未同定属未同定種 , KPM-NNV 1204; 
63-67: Dasyatis sp. アカエイ属未同定種 , KPM-NNV 1205–1209. a: 側面 ; b: 上面 .
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側面で， 図 5-60bが唇側面である。歯冠の舌側面はやや
膨らみ，唇側面は平坦である。歯冠は三角形で遠心方向
に傾く。歯冠基部の遠心側に板状隆起の一部が確認でき
る。歯冠の切縁に弱い鋸歯が存在し，前述のヒラガシラ
属と識別できる。歯冠に鋸歯があることにより，シロシュ
モクザメと同定した。

ガンギエイ目
Rajiformes Berg, 1940

ガンギエイ科
Rajidae Blaonville, 1816

メガネカスベ属
Raja Linnaeus, 1758

メガネカスベ
Raja pulchra Liu, 1932

（図 6-61）

　標本：KPM-NNV 1203。
　完全な標本である。非常に小型で，歯冠は細く，尖り，
円錐形である。歯根はやや高く，両葉状で “ハの字” 状
に広がっている。ガンギエイ科の歯と考えられる。この
ような形状の化石歯は，古くからメガネカスベ属 Raja
として報告されてきたので，それに従う。なお，日本近
海に生息するメガネカスベ属は，メガネカスベのみであ
り，本種と同定した。

未同定属未同定種
Gen. et sp. indet.
（図 6-62）

　標本：KPM-NNV 1204。
　ほぼ完全な標本と考えられるが，基底板が複雑な形を
しており，完全な状態かは不明である。図 6-62aが側面で，
図 6-62bが上方面である。標本の形態から，エイ類の楯
鱗であり，ガンギエイ科の属種は不明であるが，楯鱗由
来の棘と考えられる（石原私信）。歯冠は細く，棘のよ
うな円錐状である。基底板は上方からみると三角形で，
山の裾野のように広がる。Gravendeel et al. (2002)に記載
されているメガネカスベ属の楯鱗とも似ているが，属以
下の同定は困難である。

トビエイ目
Myliobatiformes, Compagno, 1973

アカエイ科
Dasyatidae Jordan & Gilbert, 1879

アカエイ属
Dasyatis Rafinesque, 1810

アカエイ属未同定種
Dasyatis sp.
（図 6-63–67）

　標本：KPM-NNV 1205–1209。
　全てほぼ完全な標本である。非常に小型の歯である。
歯冠は平坦で五角形である。歯根は，歯冠の下側に左右
に広がらず，突出する。アカエイ属の歯と考えられる。
図 6-63が最大であり，成魚と思われる。本属の成魚の
オスは歯冠が平坦でなく尖るため，図 6-63はメスの歯
と考えられる。なお，アカエイ属は種間で歯の形態に差
がなく，種を識別することが困難であるため，未同定種
とした。

トビエイ科
Myliobatidae Bonaparte, 1838

トビエイ属
Myliobatis Cuvie, 1816

トビエイ
Myliobatis tobijei Bleeker, 1854

（図 7-68–81）

　標本：KPM-NNV 1210–1223。
　図 7-81を除いて，全て完全な標本である。写真は 3
枚 1組で，上が咬合面（歯冠），中が歯根面，下が側面
より撮影したものである。歯冠は平坦で，細長く，先
端が尖る六角形である。歯根はいずれも下面に間隙が
あり，櫛状になる。このような形態の歯はトビエイ科
のウシバナトビエイ属 Rhinoptera，アオスジトビエイ属
Aetomylaeus，トビエイ属 Myaliobatis，マダラトビエイ属
Aetobatusが考えられる。この内，マダラトビイ属の歯
は明瞭に「への字」に曲がる。ウシバナトビエイ属では
歯根が歯冠の縁辺を超えない。また，歯冠の端に柵のよ
うな形状を作らず，丸くなる。アオスジトビエイ属とト
ビエイ属の歯は形態が似ているが，前者のそれは細長く，
先端が明瞭に尖らず，きれいな六角形の形状にならない。
よって，本標本はトビエイ属の歯と同定できる。全ての
標本が細長いため，正中歯であり， 図 7-68および 69, 71
がゆるやかに「への字」になるため，上顎歯と考えられ
る。なお，トビエイ属は日本近海にはトビエイのみが分
布するとされていたが，最近スミレトビエイ Myliobatis 
hamlyniが追加されており（古満・山口 , 2021），本報告
では暫定的にトビエイに同定した。

未同定属未同定種
Gen. et sp. indet.
（図 7-82–93）

　標本：KPM-NNV 1224–1235。
　写真は 2枚 1組で，歯冠は上が咬合面（歯冠），下が
歯根面である。歯冠は平坦で不規則な形状である。歯根
は下面に間隙があり，櫛状である。前述，トビエイの端
歯と推測されるが，形状が不規則であるため，ここでは
トビエイ科の属種不明とした。
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図 7. 68–81: Myliobatis tobijei トビエイ , 顎歯 ( 上 : 咬合面 ; 中 : 歯根面 ; 下 : 側面 ), KPM-NNV 1210–1223; 82–93: Myliobatidae, gen. et 
sp. indet. トビエイ科未同定属未同定種 , 顎歯 ( 上 : 咬合面 ; 下 : 歯根面 ), KPM-NNV 1224–1235.
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未同定属未同定種
Gen. et sp. indet.
（図 8-94–96）

　標本：KPM-NNV 1236および KPM-NNV 1237, KPM-
NNV 1400。
　図 8-94はほぼ完全な標本であり，図 8-95および 96は
断片的な標本である。図 8-94は細長く平坦で両側に無
数の棘状突起があり，明らかにトビエイ科の尾棘である。
図 8-95および 96にも断片的ではあるが片側に同様の棘
を確認できるので，トビエイ科の尾棘と考えられる。更
新世のトビエイ科の尾棘の報告は，成瀬ほか（1994）の
下総層群や横山ほか（2001）の掛川層群，横山・柴（2003）
の佐浜泥層より報告があるが，いずれも属の決定はなさ
れていない。本報告でも，トビエイ科の尾棘とし，属の
決定は今後の課題とした。
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